
	平成27年度新潟県柔道連盟
柔道MIND活動の推進　




　全柔連では、昨年度から「柔道MINDプロジェクト特別委員会」を発足いたしました。
　「MIND」は英語で「精神」とか、「心」という意味で、嘉納治五郎先生の教えの精神、柔道の心に立ち返ろうという意味が込められています。
　同時に「MIND」は４つの単語の頭文字をつなげたものです。

M　は　Manner・・・・・・礼節 (れいせつ)→相手 (あいて)に対 (たい)する尊敬 (そんけい)の態度 (たいど)
I　は　Independence・・・・自立 (じりつ)→自立 (じりつ)することが相手 (あいて)に感謝 (かんしゃ)し、共 (とも)に成長 (せいちょう)していく自他 (じた)共栄 (きょうえい)の基本 (きほん)
N　は　Nobility・・・・・・高潔 (こうけつ)→正 (ただ)しいことを考 (かんが)え行 (おこな)うこと。　　
D　は　Dignity・・・・・・品格 (ひんかく)→その人に感 (かん)じられる気高 (きだか)さ。

　新潟県柔道連盟においても、柔道人としてのあるべき姿として従来から礼節や品格等についてことあるごとに取り組んできたところではありますが、ともすれば「～をしない」という負の側面を推進してきていることが多く、これからはもう一歩踏み込んで「～をしよう」という積極的な活動にしていきたいと考えています。
　平成２６年度から新潟県柔道連盟に「柔道MINDプロジェクト」担当者を置きました。今後は少年団・中体連・高体連にもMINDプロジェクト委員を置いて、礼節・品格ある柔道を通じての人間形成を目指していきます。役員・指導者・選手・保護者・その他関係者の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

	
平成２７年度の新潟県柔道連盟でのMIND意識を浸透させる具体的な取組みとして、
役員・指導者・選手・保護者の方々に「下足袋の持参」をよびかけていきたいと考え
ております。大会や練習・講習会等の会場での玄関の下足の乱雑や盗難被害が目立ち
ます。様々な会場で美しい玄関を保つことと、靴の間違え、盗難防止を目指します。
個人・団体での様々な小さな取組みが県全体のMIND意識を高めることに繋がります。
ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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